
別表第１（第５条関係)

【事務事業の基本的事項】

課 係

会計 10 款 1 項 5 目

年度 ～ 平成 年度

【事務事業の実施内容】

【事務事業の推移】

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

評価対象年度 平成 26 年度

事 務 事 業 名 ＪＦＡ夢先生招聘事業

担 当 課 係 名 教育指導課 教育指導 作成者 田口和典

総 合 計 画 で の

位 置 づ け

施策の大綱 明日を担う人材を育む教育文化のまち
総合計画の

ページ
基本計画 学校教育の充実と教育環境の整備

主要施策 基礎学力向上と心の教育の充実 94

予 算 費 目 一般 教育費 北浦教育文化研究所 北浦教育文化研究所費

性 質 区 分 市民サービス 公共事業 施設維持管理 補助金 内部管理

事 業 期 間 平成 25 新規／継続の区分 継続

根 拠 法 令 等

事 務 区 分 自治事務 法定受託事務

運 営 方 法 直　営 直営（一部民間委託） 民間委託(全部) 補　助

項　　　　　目 単位 25年度実績 26年度実績

事業の対象

（誰のため・何を）

市内小学校の５年生児童

事業の目的・意図

（どういう状態に

したいのか）

仙北市の小・中学校の教育目標である「ふるさとを愛し、豊かな心と健やかな体をも

ち、確かな学力を身に付けた仙北の子ども」のうち、特に将来の夢や希望をもつなど

児童生徒の豊かな心を育てる。

事業の内容

（どのような業務、

活動を行うのか）

ＪＦＡ(日本サッカー協会)が、日本や世界で活躍するアスリートを学校に派遣し、児

童生徒に夢の実現に関する授業を実施する。

効

果

活動

指標

夢先生の授業を受けた全ての学校

の児童が将来の夢や実現のために

できること、やってみようと思う

ことを言葉で表現することができ

る

目標 校 6

達成度 100.0%

校

成果

指標

夢先生の授業を受けた全ての学校

の児童が将来の夢や実現のために

できること、やってみようと思う

ことを言葉で表現することができ

る

目標 校 6

達成度 100.0%

7

実績 校 6 7

6 6

100.0%

100.0%

人　　　件　　　費　(B) ― 819 854

6

実績

投

下

コ

ス

ト

項　　　　　　目 総事業費 25年度決算額(千円) 26年度決算額(千円)

事業費（人件費を除く）(A) 500 1,200

(A)＋(B)　投下コスト ― 1,319 2,054

職 員 数 ― 0.10 0.10

職 員 平 均 人 件 費 ― 8,192 8,540

地 方 債

財

源

内

訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

そ の 他

一 般 財 源 1,319 2,054

単

位

コ

ス

ト

活動指標1単位当たりコスト(円) ― 219,833 293,429

市民1人当たりのコスト(円) ― 46 72



【事務事業の今までの成果】

【事務事業を取巻く環境】

【一次評価】

※一次評価の判定がＢ～Ｄのときは、下記に必ず記入すること。

【二次評価】

判 定 に 至 っ た 理 由

Ｂ１

Ａ 現状のまま継続（実施）
現役のＪリーガー及びＯＢ・ＯＧや他のス

ポーツ選手等が「夢先生」となり自分の体

験をもとに「夢をもつこと、それに向かっ

て努力することの大切さ」「仲間と協力す

ることや、助け合うことの重要性」などを

講義と実技を通して児童に伝えるこの事業

は、それぞれの「夢先生」が挫折を通して

夢をもつことの大切さを訴えることで児童

の心に深く染みいるものになっている。今

後は中学生用のプログラムの導入を検討し

たい。

Ｂ１ 見直しの上で継続（拡大）

Ｂ２

前田　治(元横浜Ｆマリノス所属選手、日本サッカーリーグ得点王)、福永　泰(元浦和レッズ所属選手)、古木克明(元横浜

ベイスターズ所属選手)、中河昌彦(元名古屋グランパス所属選手)、立川隆史(元千葉ロッテ所属選手)を先生として、それ

ぞれの競技人生の成功と挫折、夢の実現のために努力した事などを児童に紹介し、児童がこれから将来の夢をもちその実現

のために努力しようとする意欲を喚起することができた。

国・県・他自治体の動向

文部科学省は平成23年５月に「小学校キャリア教育の手引き」を発刊し、その中で

「子どもたちは自分の将来を考えるのに役立つ大人のモデルが見つけにくくなって

おり、これを様々な機会をとらえて示すことが重要」と指摘している。

事業に対する市民の意見

（事業に対する期待、要望、苦情等）

大人になった自分の姿を具体的に考え始める小学校５年生の時期に行うこの事業は

教育指導面の効果が大きいという学校からの声がある。また、この事業の一環とし

て児童が将来の夢を言葉にしてまとめることについて保護者からも肯定的な声が多

い。

見直しの上で継続（手段改善等）

Ｂ３ 見直しの上で継続（縮小）

Ｃ１ 大幅な見直しの上で継続（拡大）

Ｃ２ 大幅な見直しの上で継続（手段改善等）

判 定 事 業 の 方 向 性

【具体的な今後の取組内容（改善の方向性、対象、意図、手段等について記載すること。）

事業前後の児童への指導が重要であるので、各学校での道徳(夢をもって、あきらめずに努力しようとする意欲

を育てる、１－(2)第５学年)、総合的な学習の時間(社会と自己とのかかわりから、自らの夢や希望をふくらま

せる)等との関連を深めることが必要である。

判 定 判 定 に 至 っ た 理 由

Ｂ１

児童への教育効果はもちろんであるが、進路選択を控えた中学生にも導入が望まれる。

Ｃ３ 大幅な見直しの上で継続（縮小）

Ｄ 休止・廃止（統合を含む）を検討する事業

Ｅ 終了（完成及び目的を達成し終了した事業）

0

1
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4

有効性

必要性

妥当性

効率性

一次評価診断図


